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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部と
を一体に構成するＰＯＳ端末装置であって、
　前記ＬＣＤ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、ＬＣＤ表示画面の回動をお
こなう回動軸部を備えるとともに、
　前記ＬＣＤ表示画面の後部に、前記プリンタを配設し、
　前記ＬＣＤ表示画面がほぼ水平となる位置まで傾倒した時に、当該ＬＣＤ表示画面より
下側に位置する装置本体の前面部で、且つ、前記回動軸部の下部に、前記プリンタにより
印字された印字紙を排紙する排紙口を配設し、
　前記ＬＣＤ表示画面の傾倒角度は、前記回動軸部の回動により、直立位置からほぼ水平
となる位置まで傾倒自在に構成されていることを特徴とするＰＯＳ端末装置。
【請求項２】
　情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部と
を一体に構成するＰＯＳ端末装置であって、
　前記装置本体に対して上下方向に開閉可能とする開閉カバーを配設し、
　前記開閉カバーの前記装置本体の奥側の一端には、当該開閉カバーを前記装置本体に対
して上下方向に開閉する枢軸を配設し、
　前記開閉カバーの前記装置本体の前面部側の他端には、前記ＬＣＤ表示画面を配設し、
　前記装置本体内部に、前記プリンタを配設し、
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　前記開閉カバーを閉じた状態で、前記ＬＣＤ表示画面下側に前記プリンタにより印字さ
れた印字紙を排紙する排紙口を配設することを特徴とするＰＯＳ端末装置。
【請求項３】
　前記ＰＯＳ端末装置の操作を設定する操作パネルをさらに備え、当該操作パネルは、前
記ＬＣＤ表示画面と前記排紙口が位置する装置本体の前面部に配設されることを特徴とす
る請求項１または２に記載のＰＯＳ端末装置。
【請求項４】
　前記排紙口から印字紙を手動操作により排紙する印字紙排紙手段をさらに備え、当該印
字紙排紙手段は、前記ＬＣＤ表示画面と前記排紙口とが位置する装置本体の前面部に配設
されることを特徴とする請求項１、２または３に記載のＰＯＳ端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、百貨店、スーパーマーケット、コンビニエンスストア等の店舗で使用される
ＰＯＳ端末装置に関し、特に、ＰＯＳ端末装置を構成するＬＣＤ表示画面などの操作部を
オペレータ側に集約して配設することにより、装置の小型化及びオペレータによる操作性
を向上できるＰＯＳ端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、百貨店、スーパーマーケット、コンビニエンスストアなどの店舗では、商品
の管理をおこなったり、会計時にレシートを発行するためのＰＯＳ端末装置が使用されて
いる。また、近年では、操作性や視認性の観点から比較的、サイズの大きいＬＣＤ表示画
面を備えたＰＯＳ端末装置が広く使用されている。
【０００３】
　以下、図８、９を参照して、従来のＰＯＳ端末装置１００、１１０の概要について説明
する。図８に示すＰＯＳ端末装置１００は、オペレータによるキータッチ操作（会計／精
算操作）をおこなうＬＣＤ表示画面２００と、装置本体１００ａと、レシートなどの印字
紙を印字するプリンタ４００と、制御部５００とにより構成されている。このＰＯＳ端末
装置１００の場合、プリンタ４００はＬＣＤ表示画面２００の上方位置に配設するととも
に、レシートの排紙口４５０は、プリンタ４００に隣接した位置に配設されている。また
、ＬＣＤ表示画面２００の角度位置の調整は、ＬＣＤ表示画面２００の下側に設けたヒン
ジ部６００により、奥側に向けて、所定の角度（４５度～９０度）の範囲で調整できるよ
うになっている。
【０００４】
　また、図９に示すＰＯＳ端末装置１１０は、図８と同様に、大型のＬＣＤ表示画面２０
０と、装置本体１１０ａと、レシートなどの印字紙を印字するプリンタ４００と、制御部
５００と、キーボード７００とにより構成されている。このＰＯＳ端末装置１１０の場合
、ＬＣＤ表示画面２００に隣接してレシート排紙口４５０を備えたプリンタ４００が配設
されている。
【０００５】
　そして、この種のＬＣＤ表示部を備えた情報表示機器の従来技術として、例えば特許文
献１には、液晶装置などの表示部を有するオーディオビジュアル装置やナビゲーション装
置などの車載装置が開示されている。この従来技術に記載の液晶装置（表示部）の場合、
装置のコンパクト化を図るために液晶表示部を装置本体部に収納する構成となっている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２３７４８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上述した従来技術のＰＯＳ端末装置の場合、以下のような問題がある。
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すなわち、図８に示した、ＬＣＤ表示画面２００とプリンタ４００とを上下方向に配設し
て構成されたＰＯＳ端末装置１００の場合、プリンタ４００の位置が高くなるためプリン
タ用紙（ロール紙）の交換や排紙口４５０から排紙されたレシートの取り出しが面倒とな
り、オペレータによる操作性が悪いという問題がある。
【０００８】
　また、図９に示した、ＬＣＤ表示画面２００とプリンタ４００とを横並びに配置するＰ
ＯＳ端末装置１１０の場合には、オペレータによる操作性の観点からは特に問題はないが
、ＬＣＤ表示画面２００とプリンタ４００との横並びにより、ＰＯＳ端末装置１１０の幅
寸法が大きくなるため、店内に置く設置場所に制限が生じてしまうという問題がある。
【０００９】
　そこで、この発明は、上述した従来技術による問題点を解消するためになされたもので
あり、印字紙を排紙する排紙口をＬＣＤ表示画面の下側に配置するとともに、操作エリア
をオペレータが必要とする前面部に集約することにより、オペレータによる操作性を向上
することができるＰＯＳ端末装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に係る発明は、情報の表示を
おこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部とを一体に構成す
るＰＯＳ端末装置であって、前記ＬＣＤ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、
ＬＣＤ表示画面の回動をおこなう回動軸部を備えるとともに、前記ＬＣＤ表示画面の後部
に、前記プリンタを配設し、前記ＬＣＤ表示画面がほぼ水平となる位置まで傾倒した時に
、当該ＬＣＤ表示画面より下側に位置する装置本体の前面部で、且つ、前記回動軸部に、
前記プリンタにより印字された印字紙を排紙する排紙口を配設し、前記ＬＣＤ表示画面の
傾倒角度は、前記回動軸部の回動により、直立位置からほぼ水平となる位置まで傾倒自在
に構成されていることを特徴とする。
【００１１】
　この請求項１に係る発明によれば、ＰＯＳ端末装置は、情報の表示をおこなうＬＣＤ表
示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部とを一体に構成するとともに、ＬＣ
Ｄ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、ＬＣＤ表示画面の回動をおこなう回動
軸部を備えるとともに、ＬＣＤ表示画面の後部に、プリンタを配設し、前記ＬＣＤ表示画
面がほぼ水平となる位置まで傾倒した時に、当該ＬＣＤ表示画面より下側に位置する装置
本体の前面部で、且つ、前記回動軸部に、前記プリンタにより印字された印字紙を排紙す
る排紙口を配設し、前記ＬＣＤ表示画面の傾倒角度は、前記回動軸部の回動により、直立
位置からほぼ水平となる位置まで傾倒自在に構成されている。
【００１２】
　また、請求項２に係る発明は、情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字を
おこなうプリンタと、制御部とを一体に構成するＰＯＳ端末装置であって、前記装置本体
に対して上下方向に開閉可能とする開閉カバーを配設し、前記開閉カバーの前記装置本体
の奥側の一端には、当該開閉カバーを前記装置本体に対して上下方向に開閉する枢軸を配
設し、前記開閉カバーの前記装置本体の前面部側の他端には、前記ＬＣＤ表示画面を配設
し、前記装置本体内部に、前記プリンタを配設し、前記開閉カバーを閉じた状態で、前記
ＬＣＤ表示画面下側に前記プリンタにより印字された印字紙を排紙する排紙口を配設する
ことを特徴とする。
【００１３】
　この請求項２に係る発明によれば、ＰＯＳ端末装置は、情報の表示をおこなうＬＣＤ表
示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部とを一体に構成するＰＯＳ端末装置
であって、前記装置本体に対して上下方向に開閉可能とする開閉カバーを配設し、前記開
閉カバーの前記装置本体の奥側の一端には、当該開閉カバーを前記装置本体に対して上下
方向に開閉する枢軸を配設し、前記開閉カバーの前記装置本体の前面部側の他端には、前
記ＬＣＤ表示画面を配設し、前記装置本体内部に、前記プリンタを配設し、前記開閉カバ
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ーを閉じた状態で、前記ＬＣＤ表示画面下側に前記プリンタにより印字された印字紙を排
紙する排紙口を配設するように構成されている。
【００１４】
　また、請求項３に係る発明は、請求項１または２に記載の発明において、前記ＰＯＳ端
末装置の操作を設定する操作パネルをさらに備え、当該操作パネルは、前記ＬＣＤ表示画
面と前記排紙口とが位置する前面部に配設されることを特徴とする。
【００１５】
　この請求項３に係る発明によれば、ＰＯＳ端末装置の操作を設定する操作パネルをさら
に備え、この操作パネルの配設位置は、ＬＣＤ表示画面と排紙口とが位置する装置本体の
前面部とする。
【００１６】
　また、請求項４に係る発明は、請求項１、２または３に記載の発明において、前記排紙
口から印字紙を手動操作により排紙する印字紙排紙手段をさらに備え、当該印字紙排紙手
段は、前記ＬＣＤ表示画面と前記排紙口が位置する前面部に配設されることを特徴とする
。
【００１７】
　この請求項４に係る発明によれば、プリンタにより印字された印字紙を、手動操作によ
り排紙口から排紙する印字紙排紙手段をさらに備え、この印字紙排紙手段の配設位置は、
ＬＣＤ表示画面と排紙口とが位置する装置本体の前面部とする。
【発明の効果】
【００２０】
　この請求項１に係る発明によれば、ＰＯＳ端末装置は、情報の表示をおこなうＬＣＤ表
示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部とを一体に構成するとともに、ＬＣ
Ｄ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、ＬＣＤ表示画面の回動をおこなう回動
軸部を備えるとともに、ＬＣＤ表示画面の後部に、プリンタを配設し、前記ＬＣＤ表示画
面がほぼ水平となる位置まで傾倒した時に、当該ＬＣＤ表示画面より下側に位置する装置
本体の前面部で、且つ、前記回動軸部に、前記プリンタにより印字された印字紙を排紙す
る排紙口を配設し、前記ＬＣＤ表示画面の傾倒角度は、前記回動軸部の回動により、直立
位置からほぼ水平となる位置まで傾倒自在に構成したので、このＬＣＤ表示画面の傾倒に
よりプリンタ用紙の交換が容易となり、オペレータによるＰＯＳ端末装置に対する操作性
を向上できるという効果を奏する。また、ＰＯＳ端末装置の大きさ（幅寸法）は、ＬＣＤ
表示画面の大きさ（幅寸法）とほぼ同一寸法とすることができるため、装置本体の小型化
によるコンパクト化を図ることができ、設置環境に制約を受けることがないＰＯＳ端末装
置を実現できるという効果を奏する。
【００２１】
　また、請求項２に係る発明によれば、ＰＯＳ端末装置は、情報の表示をおこなうＬＣＤ
表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、制御部とを一体に構成するとともに、前
記装置本体に対して上下方向に開閉可能とする開閉カバーを配設し、前記開閉カバーの前
記装置本体の奥側の一端には、当該開閉カバーを前記装置本体に対して上下方向に開閉す
る枢軸を配設し、前記開閉カバーの前記装置本体の前面部側の他端には、前記ＬＣＤ表示
画面を配設し、前記装置本体内部に、前記プリンタを配設し、前記開閉カバーを閉じた状
態で、前記ＬＣＤ表示画面下側に前記プリンタにより印字された印字紙を排紙する排紙口
を配設するように構成したので、オペレータによるＰＯＳ端末装置の操作性を向上できる
うえ、開閉カバーの開放操作により、レシートなどの印字用紙（ロール紙）の補充および
交換を容易におこなうことができるという効果を奏する。
【００２２】
　また、請求項３に係る発明によれば、ＬＣＤ表示画面と排紙口が位置する前面部にＰＯ
Ｓ端末装置の操作を設定する操作パネルをさらに備えるので、操作パネルによる操作設定
を容易におこなうことができるうえ、オペレータによるＰＯＳ端末装置の操作性を向上で
きるという効果を奏する。
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【００２３】
　また、請求項４に係る発明によれば、プリンタにより印字された印字紙を、手動操作に
より排紙口から排紙する印字紙排紙手段をさらに備え、この印字紙排紙手段の配設位置は
、ＬＣＤ表示画面と排紙口が位置する装置本体の前面部とするので、レシートなどの印字
紙を手動により排紙する操作を容易且つ確実におこなえるうえ、オペレータによるＰＯＳ
端末装置の操作性を向上できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下に添付図面を参照して、この発明に係るＰＯＳ端末装置の好適な実施例を詳細に説
明する。図１は、本実施例１に係るＰＯＳ端末装置の概略構成を示す斜視図を、図２は、
ＰＯＳ端末装置の正面図を、図３－１は、側面図を、図３－２は、ＬＣＤ表示画面の傾倒
時の側面図を、図４は、印字用紙の補充時のＰＯＳ端末装置の斜視図をそれぞれ示してい
る。
【実施例１】
【００２６】
　ここで、以下に示す各実施例１、２では、情報表示機器の一例としてＰＯＳ端末装置を
適用するものとして説明する。なお、以下に示す各実施例１、２によりこの発明の構成お
よび作用が限定されるものではない。
【００２７】
　本発明のＰＯＳ端末装置の特徴は、ＰＯＳ端末装置を構成するＬＣＤ表示画面およびプ
リンタにより印字された印字紙を排紙する排紙口などの主操作要素をオペレータ側に集約
して配設したことにある。具体的には、情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面２００と、
情報の印字をおこなうプリンタ４００と、制御部５００とを一体に構成しており、ＬＣＤ
表示画面２００の後部に、プリンタ４００を配設するとともに、ＬＣＤ表示画面２００の
下方部にプリンタ４００により印字された印字紙を排紙する排紙口４５０を配設した構成
に特徴がある。
【００２８】
　すなわち、図１、２に示すように、ＰＯＳ端末装置１２０は、ＬＣＤ表示画面２００と
、装置本体１２０ａと、レシートなどの印字紙の印字をおこなうプリンタ４００と、制御
部５００と、キーボード７００とにより構成されている。
【００２９】
　ＬＣＤ表示画面２００のサイズ（大きさ）は、装置本体１２０ａとほぼ同寸法の幅寸法
となるように設定されている。また、このＬＣＤ表示画面２００の下端部には、このＬＣ
Ｄ表示画面２００と装置本体１２０ａと連結するヒンジ部６００を設けており、このヒン
ジ部６００には、ラチェット機構（図示せず）によるヒンジ部６００が用いられている。
また、ＬＣＤ表示画面２００の下方部にレシートなどの印字紙を排紙するための排紙口４
５０が配設されている。なお、この排紙口４５０から排紙されるレシートなどの印字紙は
、ＰＯＳ端末装置１２０を操作するオペレータ側に向けて排紙されるようにしている。
【００３０】
　また、７５０は、ＰＯＳ端末装置１２０による各操作を設定する操作パネル、８００は
、排紙口４５０からレシートなどの印字紙を手動操作により排紙するためのフィードスイ
ッチをそれぞれ示している。そして、これら操作パネル７５０およびフィードスイッチ８
００の配設位置もＬＣＤ表示画面２００と排紙口４５０とが位置する装置本体１２０ａの
前面部に設定されている。
【００３１】
　上述の様に構成されるＰＯＳ端末装置１２０において、ＬＣＤ表示画面２００は、図３
－１に示す、オペレータによる操作位置から、図３－２に示すように、オペレータ側に向
けて、矢印Ａ方向に傾倒させることができるため、これによりプリンタ４００のプリンタ
カバー４１０を矢印Ｂ方向に向けて開けることが可能となる。この結果、図４に示すよう
に、プリンタ４００のレシートなどの交換時には、プリンタカバー４１０を開けて容易に
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交換および補充をおこなうことができる。
【００３２】
　以上のように、本実施例１に係るＰＯＳ端末装置１２０は、このＰＯＳ端末装置１２０
を構成するＬＣＤ表示画面２００およびプリンタ４００により印字された印字紙を排紙す
る排紙口４５０などの主操作要素をオペレータ側に集約して配設し、ＬＣＤ表示画面２０
０の下部にプリンタ４００により印字された印字紙を排紙する排紙口４５０を配設したの
で、ＬＣＤ表示画面２００をオペレータ側に傾倒し、展開させることができることから、
印字用紙の交換を容易におこなうことができ、オペレータによる操作性を向上することが
できる。
【実施例２】
【００３３】
　次に、本発明のＰＯＳ端末装置に係る実施例２の詳細を説明する。図５は、本実施例２
に係るＰＯＳ端末装置１３０の概略構成を示す斜視図を示している。すなわち、図５に示
すように、本実施例２に係るＰＯＳ端末装置１３０の特徴は、情報の表示をおこなうＬＣ
Ｄ表示画面２００と、情報の印字をおこなうプリンタ４００と、制御部５００とを一体に
構成するとともに、ＬＣＤ表示画面２００は、ＰＯＳ端末装置１３０の装置本体１３０ａ
に対して開閉可能に設けられた開閉カバー２１０に固定していることにある。
【００３４】
　すなわち、開閉カバー２１０は、装置本体１３０ａの上部開口を覆う位置に設けられ、
この開閉カバー２１０の両端部は、枢軸３１０により枢支され、この枢軸３１０を中心と
する開閉が自在となっている。また、この開閉カバー１２０の後部側には、一対の回動ア
ーム２３０が設けられ、これら回動アーム２３０により開閉カバー２１０の開閉が自在と
なっている。このように構成されるＰＯＳ端末装置１３０において、プリンタ４００内の
ロール紙の補充（交換）をおこなう場合には、枢軸３１０を中心として、開閉カバー２１
０を上方に向けて跳ね上げた状態で、プリンタ４００のプリンタカバー４１０を開けるこ
とによりおこなう。
【００３５】
　以上のように、本実施例２のＰＯＳ端末装置１３０によれば、ＰＯＳ端末装置１３０を
構成するＬＣＤ表示画面２００は、ＰＯＳ端末装置本体の枢軸３１０を中心として開閉可
能に設けられた開閉カバー２１０に固定されており、プリンタ４００内のロール紙の補充
（交換）をおこなう場合には、枢軸３１０を中心として、開閉カバー２１０を上方に向け
て跳ね上げた状態で、プリンタ４００のプリンタカバー４１０を開けることによりおこな
うことができる。これにより、プリンタ４００により印字されたレシートなどの印字紙は
、排紙口４５０から排紙できるようにしたので、オペレータによる操作性を向上すること
ができる。
【実施例３】
【００３６】
　次に、本発明のＰＯＳ端末装置に係る実施例３の詳細を説明する。図６－１は、実施例
３に係るＰＯＳ端末装置１４０の概略構成を示す斜視図（背面図）を、図６－２は、側面
図をそれぞれ示している。
【００３７】
　ここで、本実施例３におけるＰＯＳ端末装置１４０の特徴は、ＬＣＤ表示画面２００と
装置本体１４ａとを連結するヒンジ部６００に、ＬＣＤ表示画面２００の回動をおこなう
ための回動軸部２５０を備えるとともに、ＬＣＤ表示画面２００の角度位置調整をおこな
うとともに、傾倒を支持する傾倒支持部材８１０を備えていることにある。
【００３８】
　すなわち、図６－１、図６－２に示すように、本実施例３では、ＬＣＤ表示画面２００
の角度位置調整および所望の傾倒位置に対するＬＣＤ表示画面２００の支持をおこなうた
めの傾倒支持部材８１０を備えている。また、装置本体１４０ａの上カバー１４１の所定
位置に傾倒支持部材８１０の係止位置を設定する複数（図６－２では、２箇所）の係止溝
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部８２０が形成されている。
【００３９】
　本実施例３の場合、ＬＣＤ表示画面２００の角度位置調整およびＬＣＤ表示画面２００
の傾倒に対する支持は、傾倒支持部材８１０による突っ張り機能によりおこなわれるため
、前述した実施例１、２のヒンジ部６００に設けるラチェット機構などは不用となり、単
純な回転軸部材によりヒンジ部６００を構成することができる。これによって、プリンタ
４００内のロール紙の補充時には、ＬＣＤ表示画面２００を前側に傾倒させることで、容
易におこなうことができる。
【実施例４】
【００４０】
　次に、本発明のＰＯＳ端末装置に係る実施例４の詳細を説明する。図７－１および図７
－２は、本実施例４に係るのＰＯＳ端末装置１５０の概略構成を示す斜視図および側面図
をそれぞれ示している。
【００４１】
　ここで、本実施例４におけるＰＯＳ端末装置１５０の特徴は、ＬＣＤ表示画面２００と
装置本体１５０ａとを連結するヒンジ部６００には、ＬＣＤ表示画面２００の回動をおこ
なう回動軸部を備えるとともに、ＬＣＤ表示画面２００の傾倒を支持する一対の傾倒支持
部材８３０を備え、この傾倒支持部材８３０は、ＬＣＤ表示画面２００の裏面部に取付け
固定され、装置本体１１０の所定位置には、傾倒支持部材８３０の係止位置を設定する複
数の係止溝部８４０を設けていることにある。
【００４２】
　すなわち、図７－１、図７－２に示すように、本実施例４では、ＬＣＤ表示画面２００
の角度位置調整および所望の傾倒位置に対するＬＣＤ表示画面２００の支持をおこなうた
めの傾倒支持部材８３０を備えている。具体的には、ＰＯＳ端末装置１５０を構成する装
置本体１５０ａの両端部位置に一対の傾倒支持部材８３０を取り付け固定し、ＬＣＤ表示
画面２００の裏面部に、一対の傾倒支持部材８３０の係止位置を設定する係止溝部８４０
が形成されており、この傾倒支持部材８３０によりＬＣＤ表示画面２００の傾倒位置を任
意に調整する構成としている。
【００４３】
　本実施例４の場合も、ＬＣＤ表示画面２００の角度位置調整およびＬＣＤ表示画面２０
０の傾倒に対する支持は、傾倒支持部材８１０による突っ張り機能によりおこなわれるた
め、単純な回転軸部材によりヒンジ部６００を構成することができる。これによって、プ
リンタ４００内の印字用紙（ロール紙）の補充時には、ＬＣＤ表示画面２００を前側に傾
倒させることで、容易におこなうことができる。
【００４４】
　ここで、以上説明した実施例１～４では、情報表示機器としてＰＯＳ端末装置を適用し
て説明しているが、本発明のＰＯＳ端末装置は、ＰＯＳ端末装置に限定することなく、他
のＬＣＤ表示画面を備えている情報表示機器に対しても適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　以上のように、本発明に係るＰＯＳ端末装置は、比較的サイズの大きいＬＣＤ表示画面
を備えた情報表示機器として有用であり、特に、ＰＯＳ端末装置に適している。
【００４６】
（付記１）情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、
制御部とを一体に構成するＰＯＳ端末装置であって、
　前記ＬＣＤ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、ＬＣＤ表示画面の回動をお
こなう回動軸部を備えるとともに、
　前記ＬＣＤ表示画面の後部に、前記プリンタを配設し、
　前記ＬＣＤ表示画面下側に前記プリンタにより印字された印字紙を排紙する排紙口を配
設し、
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　前記ＬＣＤ表示画面の傾倒角度は、前記回動軸部の回動により、直立位置からほぼ水平
となる位置まで傾倒自在に構成されていることを特徴とするＰＯＳ端末装置。
【００４７】
（付記２）情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、
制御部とを一体に構成するＰＯＳ端末装置であって、
　前記ＬＣＤ表示画面は、前記装置本体に対して上下方向に開閉可能に設けられた開閉カ
バーに固定し、
　前記装置本体内部に、前記プリンタを配設し、
　前記開閉カバーを閉じた状態で、前記ＬＣＤ表示画面下側に前記プリンタにより印字さ
れた印字紙を排紙する排紙口を配設し、
　前記ＬＣＤ表示画面の傾倒角度は、前記回動軸部の回動により、直立位置からほぼ水平
となる位置まで傾倒自在に構成されていることを特徴とするＰＯＳ端末装置。
【００４８】
（付記３）情報の表示をおこなうＬＣＤ表示画面と、情報の印字をおこなうプリンタと、
制御部とを一体に構成するＰＯＳ端末装置であって、
　前記ＬＣＤ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、前記ＬＣＤ表示画面の回動
をおこなう回動軸部を備えるとともに、
　前記ＬＣＤ表示画面の後部に、前記プリンタを配設し、
　前記ＬＣＤ表示画面の下部に前記プリンタにより印字された印字紙を排紙する排紙口を
配設し、
　前記ＬＣＤ表示画面の傾倒を支持する傾倒支持部材を備え、
　前記ＬＣＤ表示画面の裏面部には、前記傾倒支持部材の係止位置を設定する係止手段が
設けられていることを特徴とするＰＯＳ端末装置。
【００４９】
（付記４）前記傾倒支持部材は、前記ＬＣＤ表示画面の裏面部に取り付け固定され、装置
本体の所定位置には、前記傾倒支持部材の係止位置を設定する係止手段が設けられている
ことを特徴とする付記３に記載のＰＯＳ端末装置。
【００５０】
（付記５）前記ＰＯＳ端末装置の操作を設定する操作パネルをさらに備え、当該操作パネ
ルは、前記ＬＣＤ表示画面と前記排紙口が位置する装置本体の前面部に配設されることを
特徴とする付記１から４のいずれか一つに記載のＰＯＳ端末装置。
【００５１】
（付記６）前記排紙口から印字紙を手動操作により排紙する印字紙排紙手段をさらに備え
、当該印字紙排紙手段は、前記ＬＣＤ表示画面と前記排紙口とが位置する装置本体の前面
部に配設されることを特徴とする付記１から５のいずれか一つに記載のＰＯＳ端末装置。
【００５２】
（付記７）前記排紙口から排紙される印字紙は、ＰＯＳ端末装置を操作するオペレータ側
に向けて排紙されることを特徴とする付記１から６のいずれか一つに記載のＰＯＳ端末装
置。
【００５３】
（付記８）前記ＬＣＤ表示画面と装置本体とを連結するヒンジ部には、ラチェット機構に
よるヒンジ部を備えることを特徴とする付記１から７のいずれか一つに記載のＰＯＳ端末
装置。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本実施例１に係るＰＯＳ端末装置の概略構成を示す斜視図である。
【図２】同ＰＯＳ端末装置の概略構成を示す正面図である。
【図３－１】同ＰＯＳ端末装置の概略を示す側面図である。
【図３－２】同ＰＯＳ端末装置によるＬＣＤ表示画面の傾倒を示す側面図である。
【図４】印字用紙交換時のＰＯＳ端末装置を示す斜視図である。
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【図５】本実施例２に係るＰＯＳ端末装置の概略構成を示す斜視図である。
【図６－１】本実施例３に係るＰＯＳ端末装置の概略構成を示す斜視図である。
【図６－２】同ＰＯＳ端末装置の概略構成を示す側面図である。
【図７－１】本実施例４に係るＰＯＳ端末装置の概略構成を示す斜視図である。
【図７－２】同ＰＯＳ端末装置の概略構成を示す側面図である。
【図８】従来のＰＯＳ端末装置を示す斜視図である（第１例）。
【図９】従来のＰＯＳ端末装置を示す斜視図である（第２例）。
【符号の説明】
【００５５】
　１００、１１０、１２０、１３０、１４０、１５０　ＰＯＳ端末装置
　１２０ａ、１１０ａ、１２０ａ、１３０ａ、１４０ａ、１５０ａ　装置本体
　２００　ＬＣＤ表示画面
　２１０　開閉カバー
　２３０　回動アーム
　３１０　枢軸
　４００　プリンタ
　４１０　プリンタカバー
　４５０　排紙口
　５００　制御部
　６００　ヒンジ部
　７００　キーボード
　７５０　操作パネル
　８００　手動排紙スイッチ
　８１０、８３０　傾倒支持部材
　８２０、８４０　係止溝
【図１】 【図２】

【図３－１】
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【図３－２】

【図４】

【図５】

【図６－１】

【図６－２】

【図７－１】

【図７－２】



(11) JP 4616560 B2 2011.1.19
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【図９】
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